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産学連携フェア

【日　時】

【会　場】

【内　容】

セミナー

●13：00～17：00　

●17：45～19：00　

●10：00～17：00　

10月23日（水） 10月25日（金）
北九州学術研究都市 各施設
大学・企業・公的機関による
　セミナー開催20

【日　時】

【会　場】

【参加料】

交流パーティー
10月23日（水）
北九州学術研究都市 カフェテリア

【会　場】体育館　特別セミナー会場

￥1,000

【日　時】

【会　場】

展 示 会
10月23日（水）
24日（木）・25日（金）

体育館
【出展者】展示コーナー 団体42 小間48

平成25年10月23日（水）《日時》
●14：40～15：00　

平成25年10月23日（水）《日時》
●15：00～16：00　

講師

講演趣旨

経　歴

テーマ

進藤　孝生 氏

　八幡の地で近代製鉄を本格的にスタートさせた日本鉄鋼業は、戦前戦後
の我が国の産業・国土建設を支えるとともに、日本経済の成長・成熟過程に
おける技術革新・公害・合理化等の困難な課題を先人の英知と努力で克服
し今日に至った。そして、昨年、新日鉄住金が誕生し、世界市場を舞台とした
事業活動のグローバル化を加速している。
　一方、産業界の直面する大きな課題が、地球温暖化問題とエネルギー問
題である。エネルギーを多量に使い、鉄鉱石を炭素で還元して鉄とする鉄
鋼業にとって、省エネルギーとCO2排出削減は、避けては通れない課題で
ある。幸いわが国鉄鋼業は世界最先端の省エネ技術を有する。製造技術、
製品技術、先端技術の海外移転、そして革新的技術の開発、これらの切り口
から、日本鉄鋼業は果敢に挑戦する。　　

展示会《展示コーナー》出展者

展示会出展者セミナー

展示会出展者による特別企画コーナー《実演・セミナー等》

環境・バイオ関連

半導体・情報アプリケーション関連

株式会社ワークス ナノ・微細加工技術を活かし、産学官連携事業にて培ってきた技術を展
示。痛く無い注射針（マイクロニードル）／自走行式カプセル内視鏡／放
電レス加工技術。

ナノ・微細加工技術を活かした医工連携への取り組み

株式会社旭製作所 ガラスメーカーとして一般的商品や特注品などのガラスパーツの製作が可
能である。ガラスを主体とした装置設計・開発・レンタルまで行えるのが強
みだ。

合成・蒸留・濃縮・昇華などのプロセスに使用されるガラス機器、装置のご提供

新日鉄住金化学株式会社
研究所（戸畑地区）

コールケミカル材料、リチウム二次電池用炭素材料、色素増感太陽電
池、有機ＥＬディスプレイ材料、ディスプレイ用耐熱基板、ナノニッケル材
料の研究開発を紹介する。

新日鉄住金化学（株）研究所（戸畑地区）の紹介

シャボン玉石けん
株式会社

石けんの特徴や優位性について研究する石けんリサーチセンターと、医療
現場で無添加石けんを提案する感染症対策研究センターの取り組みを
紹介する。

石けんリサーチセンターと感染症対策研究センターの紹介

株式会社新菱 現在、九州地区の養殖マグロの内臓は、焼却処分されている。それを有効
利用する技術が求められている。有用なタンパクを抽出し、機能商品を創
出する。

マグロ内臓部位の有効利用検討

株式会社
セパシグマ

独自の孔拡散膜カートリッジと流導分別効果で、低コストな膜分離装置を
実現した。
途上国や小規模工場の排水処理に最適。

孔拡散技術と流導分別効果による低コスト水処理装置

富士岐工産株式会社 金属・セラミックス・サーメットなどを材料とした皮膜形成技術。
無限の可能性を持つ溶射プロセスを紹介する。

様々なモノに付加価値を与える溶射皮膜

新日鐵住金株式会社

福岡大学
北九州産学連携推進室 汚染土壌、不法投棄、不適正処分場の再生等環境修復技術、廃棄物の

資源化技術研究の紹介および産学官連携ビジネス事例紹介を行う。

福岡大学の環境研究と産学共同研究

福岡大学　
医学部　生化学教室

従来の薬剤アレルギー検査法の欠点を克服し、走化性因子の濃度で変
化する細胞動態を活用した、精確なアレルギー検査方法と事前検査方法
を紹介する。

微量検体による新規迅速アレルギー検査方法

九州工業大学 生命体工学研究科
バイオエンジニアリング系研究室　生体組織の力学特性や凍結挙動の解明、衝撃波ドラッグデリバリーシステム、細胞解析用マイクロデバイス、柔軟な機械要素などの研究を紹介する。

バイオ・医療に貢献する機械工学

公益財団法人福岡県リサイクル
総合研究事業化センター 産学官民が連携して行うリサイクル技術の開発や社会システムづくりに対す

る支援を行っています。共同研究により開発された製品等をぜひご覧ください。

産学官民の共同研究で開発したリサイクル製品や社会システムの紹介

九州工業大学　
熱デバイス研究室 ナノ構造で熱伝導率や熱ふく射特性を制御する研究を行っている。作製

したサンプルの展示や、応用先である熱電変換のデモを行う。

ナノテクで熱輸送制御

九州工業大学大学院
(猪平栄一、宮本弘之、和田親宗、
我妻広明、吉田香）

球を用いた全方向移動電動車いす／立ち上がり動作を誘導するシステム／
主観的評価に関する研究／筋電義手・スポーツ力学から得られるリハビリ支
援、他

生活・知的活動支援の取り組み；身体特性・感性に寄り添うシステム開発を目指して

吉川工業株式会社　
RFソリューション事業部 アクティブRFIDを用いた製品、開発事例の紹介　■重機と人の接近を

警報する「作業者接近検知システム」■アクティブRFIDリーダ、タグ　等

進化する安全～アクティブRFIDを使った安全対策　開発事例～

日本ナショナル
インスツルメンツ 出展内容は、データロガー、FPGAを搭載した制御システム、そしてRF/無

線関連のトランシーバである。

グラフィカルシステム開発

株式会社
エービーケーエスエス 【出展予定】5軸CAD/CAM、3Dスキャナ、3次元測定機、3Dプリンター、

プレス成型解析ソフト、溶接歪解析ソフト、受託開発事例(生産管理etc）

ものづくり効率化を支援するシステムソリューション
【CAD,CAD/CAM,CAE,3D測定,3Dプリンター,受託開発】

大日本印刷株式会社 画像認識技術により、動いている人等を検知・追跡するソフトウェアライブ
ラリおよびその得られた行動情報を可視化するソフトウェアを展示する。

画像認識ソリューション

株式会社ロココ インタラクティブモバイルアプリ「フィカー」とは、スマホとテレビモニタや電
子看板などとの間で、写真・音楽・動画・ＰＰＴを共有できるアプリである。

スマートフォンを活用した、簡単・便利なペーパーレス新時代の幕開けへ!!

北京大学・早稲田大学 北京大学査紅彬副学院長と早稲田大学大学院鎌田研究室ではセキュリ
ティロボット「ミタ郎くん」や３Ｄセンシングに関するツールなどを展示する。

北京大学・早稲田大学海外連携プロジェクト

九州歯科大学
口腔機能学講座
口腔保存治療学分野

我々は口腔内の湿潤・狭小空間に対応した内視鏡を開発しており、本内
視鏡による診断精度の向上、また他分野での応用を期待している。

歯科治療用口腔内内視鏡の開発

自動車・ロボット関連

産学連携支援関連

九州工業大学
産学連携推進センター
（若松分室）

非接で人の行動や呼吸・心拍数を検出する技術、特定の人にだけ音を伝
える技術、手の動きで電気を制御する技術など色々な技術を展示する。

非接触センサ

ＴＯＴＯ株式会社 ＴＯＴＯは従来よりも施工が簡単で、ベッドサイドに設置可能な水洗トイレを発
売する。その商品の特徴と技術、設置事例を紹介する。

ベッドサイド水洗トイレのご紹介

九州共立大学
総合研究所

経済学部・スポーツ学部を有する九州共立大学の、シーズを紹介する。３
次元ＣＡＤと３Ｄプリンタによる新たなモノづくりの提案を中心に、各分野へ
の応用事例を紹介する。

九州共立大学 総合研究所のシーズ紹介

西日本工業大学研究
センター

カス上がり問題の徹底解決に、プレス機の往復運動による強力な高圧
エアを型内に発生させ、カスを除去する技術を開発した。その技術と試作
機を展示する。

プレス加工における金型内の自発高圧エアによるカス除去技術

九州職業能力開発大学校
（九州ポリテクカレッジ）現在開発中の災害救難支援ロボットや音声認識を備えた追従型ロボット等の本学開発課題で製作したロボットを紹介します。

災害救難支援ロボットの開発

日本経済新聞社
西部支社 日経TESTは、ビジネスに携わるすべての人々の経済知力を測定できるテ

ストである。会場で、日経TEST簡易版にチャレンジ!

日経TESTにチャレンジ

福岡ひびき信用金庫 地域金融機関としての「福岡ひびき信用金庫」、関連会社の「ひびしん
キャピタル㈱」、さらに信用金庫の中央機関である「信金中央金庫」の活
動内容を紹介。

地域金融機関と地域ファンドのコラボレーション

株式会社福岡銀行 「福岡銀行」および関連グループ会社である「FFGビジネスコンサルティン
グ」の産学官連携事業に関する活動内容を紹介する。

福岡銀行グループでの産学官連携支援活動の紹介

野村證券株式会社 野村グル－プにおける産学連携に関する取り組みや、「野村イノベーション
マーケット」を活用した事業化育成モデルを紹介する。

野村の産学連携支援体制の紹介

株式会社北九州銀行 産学連携支援活動の紹介と、８月にオープンした「ひびきの支店」のＰＲおよ
び、関連会社「ワイエムコンサルティング㈱」による無料経営相談会の開催。

北九州市の地元銀行ならではの「産学連携支援活動」の紹介

株式会社
西日本シティ銀行 「ＮＣＢ環境応援資金」「環境私募債」「成長企業応援ファンド」等の環境

関連資金のご紹介と、環境関連の最新情報の提供を行う。

西日本シティ銀行の環境金融について

大和ハウス工業
株式会社

【出展物】ロボットスーツHAL、メンタルコミットロボ、PARO、建築事業部
施工事例。数少ない、現場で活躍している生活支援ロボットを実際にご覧
いただける。

ロボットを活用した介護・福祉　大和ハウスの介護施設

九州経済産業局　特許室／
九州知的財産戦略センター

テキスト（無料）配布による上記テーマの紹介①中小・ベンチャー企業の
ための知財支援ガイド②知的財産権入門制度③減免制度等の知財支
援のパンフレット

知的財産制度と同支援制度

独立行政法人科学技術振興機構
（ＪＳＴ）　さきがけ「太陽光と光電
変換機能」研究領域　領域事務所

さきがけは未来のイノベーションの芽を育む個人型研究を支援するＪＳＴ
事業。文部科学省の戦略目標に基づき設定された本研究領域の取り組
みを紹介する。

次世代太陽電池の創出を目指す 「太陽光と光電変換機能」領域の研究成果の事例紹介

財団法人福岡県産業・
科学技術振興財団

産学コーディネートプログラムの紹介、および平成24年度に実施した研
究FSから実用化事業までの幅広い研究ステージの成果事例概要を展
示する。

ふくおかIST　平成２４年度研究開発事業成果事例の紹介

独立行政法人産業技術
総合研究所九州センター

・生産現場における支障を解決し、生産性の向上の為の研究紹介。 
・太陽光発電の効率向上、信頼性確保の為の基準作り等の研究紹介。 
・2テーマの研究成果紹介。

地域中小企業とともに歩く産総研

福岡県工業技術センター 本展示では企業の皆様にご利用いただくため、福岡県工業技術センター
の企業支援の内容や研究所が保有する設備や技術について展示する。

福岡県工業技術センター　～企業支援の取り組みと研究所の紹介～

北九州イノベーションギャラリー
（産業技術保存継承センター）

北九州および日本、世界の産業技術に関する資料収集、調査研究活動
のほか、技術やデザインをテーマにした企画展示事業、各種教育普及プ
ログラムなど、当館の活動を紹介する。

北九州イノベーションギャラリーの活動紹介

北九州市産業経済局 アジアの中核的な産業都市として持続的な発展・成長を目指す北九州
市の産業振興施策についての紹介。

北九州市新成長戦略の推進

産業技術総合研究所・
九州工業大学・
北九州市(ICSEAD)

産業技術総合研究所・九州工業大学・北九州市の連携協力協定に基
づく、パワーエレクトロニクスを中心とした「環境エレクトロニクス研究」の研
究成果について紹介する。

三者連携による、パワーエレクトロニクスを中心とした「環境エレクトロニクス研究」の研究成果
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1949 年9月14日生　秋田県出身

■学　歴

■職　歴

500名《定員》

折尾駅西口～学研都市ひびきの間 臨時バス運行！

皇后崎
ランプ 黒崎バイパ

ス

参加
無料

1313第第 回回 北九州学術研究都市

開会式

基調講演

「日本の鉄鋼業と
環境・エネルギー政策」
新日鐵住金株式会社 
代表取締役副社長

▶

特別企画コーナー コーナー9▶
出展者セミナー セミナー10▶

基調講演・特別講演・セミナーの聴講、見学ツアーへの
参加は、事前のお申し込みが必要です。
【お申し込み方法】

ホームページからのお申し込み1

FAXでのお申し込み
裏面の参加申込書をご使用ください。

2
http://fair.ksrp.or.jp/

▶九州工業大学 大学院生命体工学研究科

見 学 ツ ア ー見 学 ツ ア ー

交通アクセス

折尾駅西口～学研都市ひびきの間臨時バス運行！
1日5便［運賃／片道220円］是非ご利用ください。

■「折尾駅西口」→「学研都市ひびきの」 ■「学研都市ひびきの」→「折尾駅西口」
発 折尾駅西口

学研都市二島駅行先
学研都市 ノンストップ共立大経由
64 63 33

18
33循 35 特番号

10
11
12
13

48
06

48 25

48
00（臨）

30（臨）
10（臨）

（臨）…臨時バス　共立大経由…「九州共立大前」、「学研都市ひびきの」のみ停車　
　　　　　　　　産業医大入口経由…「産業医科大学病院入口」、「学研都市ひびきの」のみ停車

※産学連携センター側バス停からの乗車になります。
18

18

18
48

48
14

産業医大入口

発 学研都市ひびきの
折尾駅西口行先

共立大 共立大 ノンストップ経由
63 33 356433循 特番号

14
15
16
17

12 36※
39

00（臨）
00（臨）

40

50

11

18
23 40
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【日　時】 【定　員】10月23日（水）～25 50日（金） 名

23日（水）

24日（木）

25日（金）

●13：30～14：30　【60分】
「NI LabVIEW」によるオープンイノベーション
日本ナショナルインスツルメンツ（株）

●10：30～12：00　【90分】
利益を生み出す5軸加工～導入と運用～

産学連携による高性能ＬＥＤ照明の開発

テスティングの新しいカタチ

（株）エービーケーエスエス、ヴェロ・ジャパン（株）、（株）森精機製作所
●13：00～13：30　【30分】

北九州市立大学 国際環境工学部 機械システム工学科（ＦＡＩＳ半導体技術センター）
●14：00～14：30　【30分】
「NI LabVIEW」によるオープンイノベーション
日本ナショナルインスツルメンツ（株）

●11：00～12：00　【60分】
溶接工程でのTRY工数削減を実現する溶接熱ひずみ解析

クロス・ドメイン・アナライザの特長と解析事例

（株）エービーケーエスエス、（株）先端力学シミュレーション研究所
●13：00～14：00　【60分】
ベッドサイド水洗トイレによる介護のパラダイムシフト
TOTO（株）

●15：30～17：00　【90分】
建築・都市低炭素化技術開発センター プロジェクト成果報告
北九州市立大学 建築・都市低炭素化技術開発センター

●16：00～17：00　【60分】
低コスト水処理技術の最前線
（株）セパシグマ

●15：00～15：30　【30分】

Cloud Testing Service 株式会社（ＦＡＩＳ半導体技術センター）

●14：30～15：00　【30分】

株式会社アドバンテスト（ＦＡＩＳ半導体技術センター）

アントレエイド株式会社　代表取締役社長

竹田正俊 氏

植木一夫 氏

溝口純一 氏

ベンチャースピリットが未来を切り拓くベンチャースピリットが未来を切り拓く

株式会社クロスエフェクト 
代表取締役社長

「心臓シミュレーター」で命を救う！
新技術で世界を狙うクロスエフェクトの挑戦！

起業とGoalと起業家精神

北九州発  未来へ貢献する産業創造企業を目指して

アジア技研株式会社　
代表取締役

国立高専専攻科学生研究発表会

新技術説明会
〈第124回産学交流サロン『ひびきのサロン』〉

会議場
平成25年10月25日（金）

●13：00～15：00　

会議場内イベントホール《会場》

北九州工業高等専門学校《主催》

《プログラム》

平成25年10月24日（木）《日時》

平成25年10月24日（木）《日時》

●10：00～12：00　

ラボ見学ツアーラボ見学ツアー1

学研都市ツアー学研都市ツアー2

10月25日（金）●10：30～12：00
《脳情報見学コース》
和田研究室（福祉工学研究）→田向研究室（ハードウェア/ソフトウェ
ア/ネットワーク複合体とその応用例）→吉田研究室（ヒューマン・コ
ンピュータ・インタラクション）

10月25日（金）●14：00～15：30
《生体機能見学コース》
脇坂研究室（マリンバイオマスの可能性）→パンデイ シャム スデイ
ル研究室（高機能性分子の合成とその応用）→玉川研究室（衝撃
波・水中気泡の医療・環境への応用）

学研都市における、半導体製造関連分野の研究開発を行う施設や
マルチメディアステーションである学術情報センターをはじめ、環
境エネルギーセンターなど、学研都市特有の施設を紹介する。

【日　時】

【コース】

▶北九州市立大学 国際環境工学部

10月24日（木）●10：30～12：00
《水環境・水処理ツアー（国際環境工学部  エネルギー循環化学科）》
安井英斉研究室（水の生物処理について）→石川精一研究室（水の
物理化学処理について）→門上希和夫研究室（水の微量化学分析に
ついて）

【日　時】

【コース】

【日　時】

【内　容】

【コース】

【日　時】

【コース】

10月25日（金）●14：30～15：30
《ものづくりツアー（国際環境工学部　機械システム工学科）》
長弘基研究室（形状記憶合金を用いた低温排熱回収装置の開発に
ついて）→宮里義昭研究室（レインボーシュリーレン断層撮影によ
る超音速噴流の密度場計測について）

【日　時】
【コース】

10月24日（木）●10：00～12：00
　学研概要説明（10分）
→　共同開発センター（ケミカルプロセス室等）（30分）
→　学術情報センター（20分）
→　環境エネルギーセンター（30分）
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3
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1

2コース

2コース

1コース

1コース

1コース

▶早稲田大学大学院情報生産システム研究科
10月24日（木）●13：00～14：30

《最先端ITと応用システムツアー》
展示会場で情報生産システム研究科（IPS）および各分野の紹介
→IPSに移動して、各分野の代表的な研究紹介、施設見学

【日　時】

2コース

10月25日（金）●10：00～11：30【日　時】

【コース】

《最先端ITと応用システムツアー》
教室で情報生産システム研究科（IPS）の全体説明→各分野の代表
的な研究紹介、施設見学

【コース】

早稲田大学大学院情報生産システム研究科（IPS)は2003年4月に開設され、本年で
10周年を迎える。本展示では、IPSの開設準備期から黎明期、成長期を経て、現在に至る
までの活動を展示すると共に、IPSの現状をスライドで紹介する。また、代表的な研究成
果事例を展示する。なお、IPS10周年記念式典は11月
11日(月)に開催される。

【出品物・出展内容】

「IPS10周年のあゆみ」スライド、「IPS紹介」パネルお
よびビデオ、「情報アーキテクチャ、生産システム、シス
テムLSI分野の研究」ポスター展示

【デモンストレーションや
  セミナー等のイベントの紹介】

早稲田大学大学院情報生産システム研究科
早稲田大学大学院情報生産システム研究科10周年記念出展

テーマ

1973 年　3月 一橋大学経済学部経済学科　卒業

1973 年
1980 年
1982 年
1984 年
1988 年
1991 年
1997 年
2001 年
2005 年
2007 年
2009 年
2012 年

4月
5月
11月
7月
11月
6月
6月
4月
6月
4月
6月
10月

新日本製鐵（株）入社
人事部　米国へ留学
八幡製鐵所　人事室人事掛長
総務部組織室掛長
名古屋製鐵所　総務部総務室長
人事部派遣人事センター部長代理
広畑製鐵所　総務部長
本社　経営企画部　部長
取締役（経営企画部長委嘱）
執行役員（総務部長委嘱）
代表取締役副社長
住友金属工業（株）との経営統合により
新日鐵住金（株）となる
代表取締役副社長
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※詳しい情報は、中面をご確認ください。

会議場《会場》

会議場《会場》

「ベンチャースピリットが未来を切り拓く」をテーマに、各方面で活躍中
の３名のベンチャー企業経営者が、これまでの経験に基づく成功談や
苦労談、起業家としての考えや取り組み等について講演する。

［医療・福祉分野］第1部 ●10：00～12：10　

［環境分野］第2部 ●13：10～15：20　

ロボカップ＠ホーム用の自律ロボットや日本大会6連覇中の自律
移動型サッカーロボット、総合実習で製作したミニカー等による
デモンストレーションを行う。

平成25年4月にロボット・自動車の高度化知能化に向
けた専門人材を育成するために開講した「カーロボ連
携大学院」で実施している、ミニカー／ミニロボ製作、
移動ロボット（ロボカップサッカーロボット）制御、＠ホー
ムサービスロボット製作の各総合実習の様子を、実際に
使用しているロボット等を用いて紹介する。

【デモンストレーションやセミナー等のイベントの紹介】

出展
テーマ

カーロボ連携大学院
連携大学院インテリジェントカー・ロボティクスコース開講記念展示

平成２４年度市内発ロボット創生事業で開発した製品を紹介する。手術で使用した薬剤を
自動識別し、保険請求に必要な情報を取得する装置である。卓上型の大きさで、使用後の
薬剤を専用カセットに投入するだけで、ロボットアーム
で吸引して拾い上げ、独自の画像処理によって識別す
ることができる。

【出品物・出展内容】

使用済み注射薬のラベル情報を確認して、自動的にリ
スト化する薬剤自動識別ロボット。業務軽減とヒューマ
ンエラーの防止を実現する製品である。

【デモンストレーションや
　  セミナー等のイベントの紹介】

出展
テーマ

北九州工業高等専門学校　久池井研究室
使用済み注射薬自動識別ロボット

工業技術センタークラブは、会員企業（215機関強）と工業技術センターが「共創」関係を構
築し、共同研究開発を推進している。ここでは、機械電子研究所と企業が手掛けた研究開発
成果物について、デモ実演・動画・パネル展示を行う。また、会員企業等へ開放している同研
究所の最新設備なども紹介する。

【出品物・出展内容】

開発成果物のデモ展示は「鉄道レールろ
う付け部の打音検査装置」・「３次元計測
クラウドサービス「デジカメ計速」」。最新
技術設備は「非接触三次元測定器」など。

【デモンストレーションや
  セミナー等のイベントの紹介】

打音検査装置 デジカメ計速操作画面

出展
テーマ

福岡県工業技術センター　機械電子研究所
福岡県工業技術センタークラブ 機械電子技術部会 研究開発成果展示

医療現場のニーズと地域の大学・研究機関等の有す
る技術シーズをマッチングして進めている立脚期制
御膝継手システム、障害者を対象とする簡易型上肢
訓練ロボット、F波自動解析システム、簡易自動車運
転シミュレーション・システム、簡易型上肢訓練装置 
(IDAT)などを紹介する。

【出品物・出展内容】

企画展示ブースにて、デモンストレーション映像やパ
ネルでの紹介ならびに体験コーナーを設置する。

【デモンストレーションや
　  セミナー等のイベントの紹介】

出展
テーマ リハビリテーション医療における医工連携プロジェクト
産業医科大学医学部　リハビリテーション医学講座

カー・エレクトロニクスセンターの事業紹介として連携大学院の活動と、研究開発事業に於
ける各大学、企業間での共同研究成果やITS（Intelligent Transport Systems：高度道
路交通システム）への取り組み、合わせて地場の大学に於ける自動車研究事例を紹介する。

【出品物・出展内容】

平成２５年10月開催の第20回ITS世界
会議 東京2013に出展する自律走行車
のデモ走行を行い、隊列走行や自律走行
研究成果を発表する。

【デモンストレーションや
  セミナー等のイベントの紹介】

出展
テーマ カー・エレクトロニクスセンターの事業紹介とITSへの取り組み
公益財団法人 北九州産業学術推進機構 カー・エレクトロニクスセンター、
早稲田大学大学院情報生産システム研究科他

北九州工業高等専門学校機械工学科の滝本研究室における研究成果
をもとに設立したベンチャー企業「Next Technology」の紹介を行う。
特に、次世代空撮ツール（投てき型、バルーン、ヘリコプター）および身
だしなみチェックロボットの展示を行う。

【出品物・出展内容】

靴下のにおいを嗅ぎ分ける犬型の身だしなみチェック
ロボットをはじめとする各種ロボットのデモンストレー
ションを行う。

【デモンストレーションや
  セミナー等のイベントの紹介】

出展
テーマ

北九州工業高等専門学校 滝本研究室
北九州高専発ベンチャー企業の紹介

本学で取り組む研究のうち、特に防災関連等、近未来の安全・安心社会に貢献する研究取り
組みをポスター、デモ等で紹介する。中武研究室からは、自律走行モデルカーのデモ、及び汎
用型センサーボードを利用した脈波センサーのデモを行う。更に、今年度から環境技術研究
所で推進している研究プロジェクトについても紹介する。

【出品物・出展内容】

自動車が自動で経路や障害物を認識する自律走行
モデルカー、および圧電素子を利用した脈派セン
サーによる血管を流れる血液の様子の「見える化」
デモ（中武研究室）を行う。

【デモンストレーションや
  セミナー等のイベントの紹介】

自律走行カー H24産学連携フェア

出展
テーマ

北九州市立大学　環境技術研究所
環境技術研究所 近未来の安全・安心のために ～研究事例紹介～

10
セミナー

公益財団法人北九州
産業学術推進機構 北九州TLOの特許技術を紹介する。また、北九州学術研究都市のプロ

モーターであるFAISの取り組みを紹介する。

北九州TLOの技術およびFAISの活動紹介

①テスティングの新しいカタチ（Cloud  Testing  Service株式会社）②クロス・ドメ
イン・アナライザの特長と解析事例（株式会社アドバンテスト）③産学連携による高性
能ＬＥＤ照明の開発（北九州市立大学）

ひびきのLEDアプリケーション協議会では、マゴットの価値を増大する紫外線照射装置、超高輝度大型LEDライト、高
輝度LED多色カラーライト、ウッドボード･スピーカー、特殊用途小型高輝度LED投光器･KSLシリーズ、高輝度LED
用電源モジュール、LED用電源IC、イオナイザーモニター、オーディオアンプ、漁業用･消防用･植栽器用LEDのミニ
チュア、UV-LED光照射水処理装置･Alux瞬シリーズ、携帯型水中LED探照灯、SOLANA-LED、分子接着技術、
LED法定船灯(赤･緑･白)、観賞魚用LED照明、調光機能付LED投光器、LED道路照明、テスティングの新しいカタチ
[CloudTesting™ Service]、クロス･ドメイン･アナライザU3800シリーズ、ボード・ネットワーク･アナライザ
R3700シリーズなどを展示。半導体技術センターでは、新たなアプリケーション創出を支える、設計･製造･評価に至
る一貫した総合的設備支援、応用技術活動支援などトータルソリューションサービス
を紹介する。

【出品物・出展内容】

【デモンストレーションやセミナー等のイベントの紹介】

Cloud Testing Station

出展
テーマ

ＦＡＩＳ半導体技術センター、ひびきのＬＥＤアプリケーション創出協議会（㈱アドバンテスト、アドバンテストグループ
Cloud Testing Service㈱、㈱イーズ、㈱ＳＴＥＱ、㈱春日工作所、新日本無線㈱、㈱東芝セミコンダクター&ストレー
ジ社、日本プライスマネジメント㈱、㈱豊光社、㈱マリンテック、ライトイノベーション㈱）、
文科省・科学技術試験研究委託事業「微細加工プラットフォーム実施機関」

新たなアプリケーション創出を支えるトータルソリューションサービス

9
セミナー

5
セミナー

3
セミナー

心臓シミュレーター

マグネシウム合金スタッド溶接装置

ＣＴデータを元に3Ｄデータを作成、光造
形を使った高速樹脂試作等の工程を経
て製作される。

【出品物・出展内容】

環境配慮のエコプロセス：製造工程、環境にやさしいエコプロダクツ：鉄鋼製品、
それらを活用したエコソリューション：省エネ環境問題の解決提案を紹介する。

新日鐵住金（株）八幡製鐵所の環境への取り組み紹介
〈八幡製鐵所〉

自動車の燃費改善(部品軽量化)に寄与する鋼材開発(強度＋工程簡略
化＋加工性)事例と、小倉製鐵所の生産技術を紹介する。

自動車部品の軽量化に寄与する材料開発事例と生産技術
〈小倉製鐵所〉

特別講演 創業・起業マイン
ドの喚起！北九州発！

創業・起業マイン
ドの喚起！北九州発！

会場

日時

創業・起業マイン
ドの喚起！北九州発！

24日
木

25日
金

23日
水 1

セミナー

2
セミナー

3
セミナー

4
セミナー

5
セミナー

6
セミナー

7
セミナー

8
セミナー

9
セミナー

10
セミナー

鉄道快速

北九州市制50周年記念特別企画　北九州市制50周年記念特別企画　

展 示 会 出 展 者 セ ミナ ー
●13：30～14：30　【60分】
「NI LabVIEW」によるオープンイノベーション
日本ナショナルインスツルメンツ（株）

●10：30～12：00　【90分】
利益を生み出す5軸加工～導入と運用～

産学連携による高性能ＬＥＤ照明の開発

テスティングの新しいカタチ

（株）エービーケーエスエス、ヴェロ・ジャパン（株）、（株）森精機製作所
●13：00～13：30　【30分】

北九州市立大学 国際環境工学部 機械システム工学科（ＦＡＩＳ半導体技術センター）
●14：00～14：30　【30分】
「NI LabVIEW」によるオープンイノベーション
日本ナショナルインスツルメンツ（株）

●11：00～12：00　【60分】
溶接工程でのTRY工数削減を実現する溶接熱ひずみ解析

クロス・ドメイン・アナライザの特長と解析事例

（株）エービーケーエスエス、（株）先端力学シミュレーション研究所
●13：00～14：00　【60分】
ベッドサイド水洗トイレによる介護のパラダイムシフト
TOTO（株）

●15：30～17：00　【90分】
建築・都市低炭素化技術開発センター プロジェクト成果報告
北九州市立大学 建築・都市低炭素化技術開発センター

●16：00～17：00　【60分】
低コスト水処理技術の最前線
（株）セパシグマ

●15：00～15：30　【30分】

Cloud Testing Service 株式会社（ＦＡＩＳ半導体技術センター）

●14：30～15：00　【30分】

株式会社アドバンテスト（ＦＡＩＳ半導体技術センター）

セミナーは裏面をご確認下さい。
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北九州学術研究都市北九州学術研究都市北九州市制50周年記念事業北九州市制50周年記念事業

1313第第 回回

I N D U S T R Y - A C A D E M I A   C O O P E R A T I O N   F A I R

会
議
場

産

学

連

携

セ

ン

タ

ー

中
会
議
室
1

中
会
議
室
2

学
術
情
報
セ
ン
タ
ー

遠
隔
講
義
室
1

体
育
館

（
展
示
会
出
展
者
セ
ミ
ナ
ー
）

研
修
室

水10 23月 日 《午後》 木10 24月 日 《午前》 木10 24月 日 《午後》 金10 25月 日 《午前》 金10 25月 日 《午後》

技術開発交流センター［5号館］技術開発交流センター［5号館］

技
術
開
発
交
流
セ
ン
タ
ー

﹇
5
号
館
﹈

下部の参加申込書を
ご利用下さい。

ホームページ

右
記
項
目
を
ご
記
入
下
さ
い

公益財団法人北九州産業学術推進機構
（FAIS）産学連携統括センター
〒808-0135  北九州市若松区ひびきの2番1号 
TEL.093-695-3006  FAX.093-695-3018  
e-mail：fair@ksrp.or.jp

お問い合わせ

基調講演、特別講演、セミナー、見学ツアー名

基調講演、特別講演、セミナー、見学ツアーへ参加希望の方は、ホームページかFAXでお申
し込み下さい。（定員になり次第締め切らせて頂きます）

基調講演『日本の鉄鋼業と環境・エネルギー政策』
予防医学における新しいＩＣＴアプリケーション討論（仮題）
ワークショップ これからの需要をつなぐもの：エコロジー＆エコノミーfromエコフィッテング
「NI LabVIEW」によるオープンイノベーション
精密から超精密へ　最先端板鍛造技術の紹介
企業支援の取り組みと研究所の紹介
自動車産業における表面処理の最前線
働く人の食事設計
第55回北九州医工学術者会議
産総研・九工大・北九州市（ICSEAD）によるセミナー「オープンリサーチによる環境エレクトロニクス研究と拠点化構想」
JASVA Day九州～半導体アプリの新潮流～
利益を生み出す5軸加工～導入と運用～
産学連携による高性能LED照明の開発
「NI LabVIEW」によるオープンイノベーション
テスティングの新しいカタチ
低コスト水処理技術の最前線
今始めよう製造現場の業務改善－そのための手法とツール
中小企業のための海外出願の留意点
ロボット技術を応用した製品化
特別講演「ベンチャースピリットが未来を切り拓く」
ふくおかIST　平成24年度研究開発事業成果発表会
低価格な次世代自動車開発に向けて ～自動車・ロボット研究所の研究事例～
成長事例に学ぶ ～株式上場・内部管理体制が拓く成長の道～
設計・製造プロセス分野におけるＣＡＥ活用最前線
クリーンエネルギーと環境のための触媒技術
産業用ロボット活用セミナー ～産業用ロボット導入支援センターオープン記念～
溶接工程でのTRY工数削減を実現する溶接熱ひずみ解析
ベッドサイド水洗トイレによる介護のパラダイムシフト
クロス・ドメイン・アナライザの特長と解析事例
建築・都市低炭素化技術開発センター プロジェクト成果報告
ラボ見学ツアー〈早稲田大学 大学院情報生産システム研究科／コース1〉
ラボ見学ツアー〈早稲田大学 大学院情報生産システム研究科／コース2〉
ラボ見学ツアー〈北九州市立大学 国際環境工学部／コース1〉
ラボ見学ツアー〈北九州市立大学 国際環境工学部／コース2〉
ラボ見学ツアー〈九州工業大学 大学院生命体工学研究科／コース1〉
ラボ見学ツアー〈九州工業大学 大学院生命体工学研究科／コース2〉
学研都市見学ツアー
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15：00～17：30
14：00～16：30
13：00～16：20
10：30～12：00
13：00～13：30
14：00～14：30
15：00～15：30
16：00～17：00
10：30～12：00
10：00～12：00
10：00～12：30
13：00～15：00
14：30～17：00
13：00～14：00
15：30～17：30
14：30～17：00
14：30～16：30
14：30～17：00
11：00～12：00
13：00～14：00
14：30～15：00
15：30～17：00
13：00～14：30
10：00～11：30
10：30～12：00
14：30～15：30
10：30～12：00
14：00～15：30
10：00～12：00

水
10 23月 日

木
10 24月 日

金
10 25月 日

金
10 25月 日

木10 24月 日

木10 24月 日

木10 24月 日

金10 25月 日

14：40～15：00 開 会 式
15：00～16：00 基調講演

講師

テーマ

進藤　孝生 氏

「日本の鉄鋼業と
環境・エネルギー政策」
新日鐵住金株式会社 
代表取締役副社長

【座長】 ： ＦＡＩＳ 半導体技術センター長

丸田秀一郎

【パネリスト】
ＴＯＴＯ株式会社 主査（仮） 曾根崎 修司
新日本無線株式会社 執行役員（仮） 瀬志本 　明
株式会社東芝 セミコンダクター＆ストレージ社 参事（仮）鈴木　 琢治
九州工業大学　教授 佐藤 　　寧
産業医科大学　講師 橋本 　正浩

［主催］FAIS半導体技術センター ［定員］70名

FAIS半導体技術センター［担当：上野］
TEL 093-695-3007   FAX 093-695-3667
E-mail ： t-ueno@ksrp.or.jp

お問い
合わせ

高齢化社会で予防医学の確立が急務となっている。本パネル討論では、医学と工学、大学
と産業の立場から予防医学におけるニーズと技術シーズとのマッチングについて討論し、
集積回路設計技術を駆使した新しいアプリケーションを開拓することを目的とする。

予防医学における新しいICTアプリケーション討論（仮題）

【司会】 ： 北九州市立大学　教授
中武　繁寿

16：00
17：30

▼

ワークショップ　これからの需要をつなぐもの：
エコロジー＆エコノミーfromエコフィッテング

［主催］産学連携フェア「先端エコフィッティング技術研究開発
センターワークショップ」

九州工業大学先端エコフィッティング技術研究開発センター［担当：前田］
TEL 093-695-6064   FAX 093-695-6005
E-mail ： toshi.maeda@life.kyutech.ac.jp

［定員］70名

お問い
合わせ

ワークショップの趣旨：希少元素の使用低減、廃棄物処理の低コスト化、さらには二酸化
炭素の資源化まで、最先端のエコフィッティング技術研究について、技術の着想、技術の
ポイント、そして技術の効果を概説する。

【講演1】
【センター長挨拶】

分子素子から触媒まで：高効率な材料表面の機能化 春山　哲也教授
【講演2】ＣＯ２の光資源化システムの開発：光触媒によるＣＯ２還元への挑戦 横野　照尚教授
【講演3】汚泥を利用して資源をつくる：微生物による汚泥分解とものづくり 前田　憲成准教授
【講演4】鉱物資源を用いない半導体：有機半導体をもちいた電子素子 高嶋　　授准教授

13：00
14：30

▼

［主催］福岡県工業技術センター　機械電子研究所
［定員］70名

福岡県工業技術センター 機械電子研究所［担当：池田］
TEL 093-691-0260   FAX 093-691-0252
E-mail ： kenichi.ikeda@fitc.pref.fukuoka.jp

近年、国内においては高付加価値プレス加工の一つとして板鍛造が注目されている。本
セミナーでは、従来プレスでは不可能とされてきた部品をプレス加工で可能にしてきた
超精密板鍛造技術を紹介する。
また、機械電子研究所・生産技術課の技術の紹介も行う。

精密から超精密へ  最先端板鍛造技術の紹介

お問い
合わせ

【講演1】「最先端板鍛造技術『ＣＦＰ工法』の魅力と可能性」
株式会社サイベックコーポレーション  社長 平林　巧造

【講演2】「CAE解析を用いたバラツキ幅予測とサーボプレスを使ったスプリングバックの抑制」
福岡県工業技術センター 機械電子研究所 主任技師 小田　　太

10：00
12：00

▼

［主催］福岡県工業技術センター ［定員］50名

福岡県工業技術センター（筑紫野）［担当：片山］
TEL 092-925-5977   FAX 092-925-7724
E-mail ： joho@fitc.pref.fukuoka.jp

お問い
合わせ

福岡県工業技術センターは研究開発から事業化まで地域企業の発展を支援する「実
践的研究開発機関」である。本セミナーでは、福岡県工業技術センターの企業支援の
内容や研究所の保有する設備や技術について紹介する。

企業支援の取り組みと研究所の紹介

【発表者】 企画管理部　情報交流課  課長 本　　明子
化学繊維研究所　化学課  課長 井手　誠二
生物食品研究所　生物資源課  課長 水城　英一
インテリア研究所　技術開発課  課長 脇坂　政幸

10：30
12：00

▼

【講演1】「自動車部品の表面処理」
株式会社デンソー　材料技術部　表面技術室長 菅原　博好

【講演2】「次世代めっき技術と環境調和型自動車向けの表面処理」
サン工業株式会社　開発課長 榎堀　秀和

［主催］福岡県工業技術センター機械電子研究所、
福岡県工業技術センタークラブ機械電子技術部会

［定員］70名

福岡県工業技術センター機械電子研究所［担当：土山］
TEL 093-691-0260   FAX 093-691-0252
E-mail ： tsuchiya@fitc.pref.fukuoka.jp

お問い
合わせ

自動車業界では環境調和に向け、①軽量材料への置換、②パワー半導体の高度化、③燃
料電池の高性能化が課題である。関連する表面処理の研究開発や技術シーズ形成等につ
いて、(株)デンソー及び研究開発型めっき企業であるサン工業(株)による講演を行う。

自動車産業における表面処理の最前線10：00
12：30

▼

［主催］産業医科大学産業生態科学研究所健康・予防食科学
研究室　徳井教孝

［定員］70名

産業医科大学産業生態科学研究所健康・予防食科学
研究室［担当：徳井］
TEL 093-691-7456   FAX 093-603-0158
E-mail ： tokui@med.uoeh-u.ac.jp

お問い
合わせ

勤労者の健康管理において食事指導は大きな役割を担う。特に生活習慣病予防には、日
頃の食事管理が重要である。企業の職域給食の場は勤労者の食事指導を行うのに大変
よい機会である。健康管理について職域給食における食事設計の視点から議論する。

働く人の食事設計

コーディネータ：産業医科大学産業生態科学研究所健康・予防食科学研究室　特任教授 徳井　教孝
【講演1】「健康管理と食事設計」

産業医科大学産業生態科学研究所健康・予防食科学研究室　特任教授 徳井　教孝
【講演2】「日本型薬膳と食事設計」中村学園大学栄養科学部　教授 三成　由美
【講演3】
【総合討論】

「職域レストランの食事設計」中村学園事業部　販売部門副部長山内　康正

13：00
14：30

▼

【特別講演】
九州産業大学  工学部  バイオロボティクス学科  教授

「医工連携のロボット開発（仮）」
榊　泰輔

【一般講演】医歯工関連の演題１０～１５題程度

［主催］北九州医工学術者協会 ［定員］50名

北九州医工学術者協会［担当：和田］
TEL 093-603-1611   FAX 093-691-3529
E-mail ： kmec_office@yahoo.co.jp

お問い
合わせ

本会議は、医学、歯学、工学、産業の専門家の研究及び交流を通じ、新たな学術環境と産
業・技術の創出を目的として年2回開催している。今回は、募集による一般講演と九州産
業大学工学部バイオロボティクス学科の榊　泰輔教授による特別講演を企画している。

第55回北九州医工学術者会議15：00
17：30

▼

［主催］産業技術総合研究所・九州工業大学・北九州市（ICSEAD）［定員］150名

北九州市産業経済局新産業振興課［担当：大串］
TEL 093-582-2905   FAX 093-582-1202
E-mail ： yukiko_oogushi01@city.kitakyushu.lg.jp

お問い
合わせ

産業技術総合研究所・九州工業大学・北九州市の連携協力協定に基づく、パワーエレクトロニクスを中心とした「環境エ
レクトロニクス研究」の取り組みと研究成果を紹介する。同会場でポスターセッションにより最新の研究成果も紹介する。

産総研・九工大・北九州市（ICSEAD）によるセミナー
「オープンリサーチによる環境エレクトロニクス研究と拠点化構想」

【開会】「三者連携による環境エレクトロニクス研究拠点化の取組みについて」

【閉会】

【ポスターセッション】

【講演1】「オープンリサーチによる環境エレクトロニクスの研究について」
九州工業大学　次世代パワーエレクトロニクス研究センター　センター長 大村　一郎

北九州市産業経済局担当理事 （予定）大川　博己

【講演2】「環境エレクトロニクスの研究紹介」
「ICTネットワークと電源」国際東アジア研究センター（ICSEAD）主席研究員 二宮　　保
「電源の小型化」 国際東アジア研究センター（ICSEAD）上級研究員 安部　征哉
「パワーデバイスの高性能化」国際東アジア研究センター（ICSEAD）上級研究員 附田　正則
「パワーエレクトロニクス集積化デバイス」 九州工業大学　教授 松本　　聡

「化合物半導体デバイス」

「環境エレクトロニクスの具体的研究の紹介」

産業技術総合研究所　エネルギー技術研究部門　主任研究員中島　　昭
産業技術総合研究所　エネルギー技術研究部門　研究グループ長 西澤　伸一

「パワーデバイス高信頼性技術」 九州工業大学　助教 渡邉　晃彦

（予定者） 産業技術総合研究所 ： 西澤　伸一、中島　昭
　　　　 九州工業大学 ： 大村　一郎、松本　聡、金田　寛、市原　文夫、渡邉　晃彦
　　　　 国際東アジア研究センター(ICSEAD) ： 二宮　保、安部　征也、附田　正則

14：00
16：30

▼

「HORIBAの方向性：半導体、エネルギー分野などへの事業展開」
株式会社堀場製作所 理事 半導体・科学事業戦略室 ジュニアコーポレート オフィサー佐竹　司

「半導体は新アプリ創出で40兆円マーケット拡大」
株式会社産業タイムズ社　代表取締役社長 泉谷　渉

【講演1】

【講演2】「半導体ベンチャーの展開と医療への取り組み」
ファーストゲート株式会社　代表取締役社長 土肥　猛

【講演3】

［主催］一般社団法人日本半導体ベンチャー協会 ［定員］70名

一般社団法人日本半導体ベンチャー協会［担当：堀］
TEL 03-6379-6254   FAX 03-6379-6256
E-mail ： infojsv@jasva.org

お問い
合わせ

半導体産業の成長が停滞する中、これをプレイクするには医療産業、環境エネルギー、次
世代自動車、宇宙航空産業等、IT以外のアプリを探る必要がある。今回は、2030年には
40兆円の巨大市場を占め、更に成長する半導体の新アプリについて報告する。

JASVA Day九州～半導体アプリの新潮流～13：00
16：20

▼

［主催］早稲田大学 理工学術院 大学院 情報生産システム研究科
［定員］70名

早稲田大学　理工学術院　大学院　
情報生産システム研究科［担当：藤村］
TEL 093-692-5293   FAX 093-692-5293
E-mail ： fujimura@waseda.jp

お問い
合わせ

企業を取り巻く環境は様々なかたちで変化し企業はこれらの変化に追従していかなけ
ればならない。業務プロセスの分析・改善を実施し情報システムの有効活用が必要で
ある。本セミナーでは、今すぐ始めることができる分析の手法とシステムの利用方法を
紹介する。

今始めよう製造現場の業務改善－そのための手法とツール

【講演1】「業務プロセス改善のための分析手法」
東芝三菱電機産業システム株式会社 
産業システムソリューション技術部 技術第五課 課長 室谷　康夫

【講演2】「製造現場で今すぐ使える生産管理システム」
早稲田大学 理工学術院 大学院 情報生産システム研究科 教授 藤村　　茂

10：30
12：00

▼

［主催］ふくおか電子技術ネットワーク、北九州ロボットフォーラム、
福岡県工業技術センター機械電子研究所、
福岡県工業技術センタークラブ機械電子技術部会

［定員］70名

福岡県工業技術センター　
機械電子研究所［担当：渡邉］
TEL 093-691-0260   FAX 093-691-0252
E-mail ： fen@fitc.pref.fukuoka.jp

お問い
合わせ

人の豊かな生活のために、様々な場所でロボットが活躍している。本セミナーでは、ロ
ボット技術を応用した製品化事例を基に、開発秘話や最新の研究開発動向を紹介する。
また、主催者による様々な取り組みに関して紹介する。

ロボット技術を応用した製品化

【講演1】日本水中ロボット調査清掃協会　理事 原　　純貴
【講演2】（株）未来機械 代表取締役社長 三宅　　徹
【講演3】（公財）北九州産業学術推進機構〈FAIS〉産学連携統括センターロボット開発支援部 

事業化支援担当課長 松﨑　一成
【講演4】福岡県工業技術センター機械電子研究所 研究員 渡邉　恭弘

10：00
12：30

▼

［主催］財団法人福岡県産業・科学技術振興財団［定員］70名

財団法人福岡県産業・科学技術振興財団［担当：堂ノ脇］
TEL 092-832-1301    FAX 092-832-1309
E-mail ： donowaki@ist.or.jp

お問い
合わせ

地域産業の高度化や新産業の創出に資することを目的として、ふくおかISTが支援した
平成24年度研究開発事業の成果発表である。可能性試験から実用化試験まで幅広い
研究ステージの事業、ナノテクを切り口に実用化を目指した事業等の成果を発表する。

ふくおかIST 平成24年度研究開発事業成果発表会

【発表1】「大気圧プラズマ処理されたポリオレフィン粉末のポリマーブレンドへの応用」
九州産業大学　主任研究員 古賀　啓子

【発表2】「次世代自動車用エアバッグシステムの開発」
福岡大学工学部化学システム工学科　助教 加藤　勝美

【発表3】「豚ぷん中の低級脂肪酸類を分解し、豚舎で発生する臭気を低減する微生物資材の開発」
福岡県農業総合試験場畜産環境部　研究員 尾上　　武

【発表4】「消化管内走行カプセルの開発実用化」
株式会社ワークス　代表取締役 三重野計滋

【発表5】「有機ＥＬのスパッタ製造技術および材料開発」
大電株式会社　有機ＥＬグループ長 納戸　光治

14：30
17：00

▼

西日本工業大学 自動車・ロボット研究所［担当：塩塚］
TEL 0930-23-1492   FAX 0930-24-7900
E-mail ： shiotsuka@nishitech.ac.jp

お問い
合わせ

低価格な次世代自動車開発に向けて ～自動車・ロボット研究所の研究事例～
［主催］西日本工業大学　自動車・ロボット研究所 ［定員］50名
小型電気自動車に対し、バッテリにキャパシタを併用して、バッテリの消費を抑えるととも
に，回生量を増加させた事例を紹介する。また、安価なＷＥＢカメラと汎用ノートＰＣを用
いて車両認識、車間距離警告をする安全運転補助装置の開発事例について紹介する。
【講演1】「キャパシタを用いた小型電気自動車の電費向上」

西日本工業大学 研究センター 自動車・ロボット研究所 准教授 池田　英広
【講演2】「単眼カメラによる携帯型前方走行車両認識・車間警告システムの開発」

西日本工業大学　研究センター　自動車・ロボット研究所　講師 亀井　圭史

13：00
14：00

▼

証券会員制法人　福岡証券取引所［担当：久恒］
TEL 092-741-8233   FAX 092-713-1540
E-mail ： hisatsune@fse.or.jp

お問い
合わせ

成長事例に学ぶ ～株式上場 ・ 内部管理体制が拓く成長の道～
［主催］証券会員制法人 福岡証券取引所・

有限責任監査法人 トーマツ 共催
［定員］70名

〈福証〉今年、最も注目を浴びている福証上場企業の、挑戦を続け上場を果たした「あきら
めない経営者の志」と上場後の成長事例を紹介。〈トーマツ〉企業の成長・株式上場ともに
欠かせない企業会計と内部管理体制等のポイントについて紹介。
【講演1】15：30～16：20「株式上場が拓く成長の道」

証券会員制法人　福岡証券取引所　営業部　参与 久恒　　潔
【講演2】16：30～17：20「会計・内部管理体制等からみる企業成長のポイント」

有限責任監査法人　トーマツ　マネージャー 藤浦　敏明

15：30
17：30

▼

【講演1】「コンピュータシミュレーションを活用した塑性加工解析の事例紹介」
株式会社ＪＳＯＬ　エンジニアリング本部　営業部　第２課 杉友　宣彦様

【講演2】「熱流体解析を活用した熱エネ機器の設計開発事例」
株式会社IDAJ　関西支社　関西支社長 石原　卓也様

［主催］福岡県工業技術センター　機械電子研究所、
福岡県工業技術センタークラブ機械電子技術部会

［定員］50名

福岡県工業技術センター機械電子研究所［担当：内野］
TEL 093-691-0260   FAX 093-691-0252
E-mail ： muchino@fitc.pref.fukuoka.jp

お問い
合わせ

製品の迅速な開発、製造コスト削減のための設計開発期間の短縮化や製造の効率化に
は、コンピューターによるCAEを上手に活用することが重要となっている。本セミナーで
は、塑性加工解析と熱流体解析に関するCAE解析を活用した設計開発事例を紹介する。

設計・製造プロセス分野におけるCAE活用最前線14：30
17：00

▼

［主催］北九州市産業経済局企業立地支援課 ［定員］70名

北九州市産業経済局企業立地支援課［担当：三木・鎌田］
TEL 093-582-2065   FAX 093-582-1202
E-mail ： daisuke_miki01@city.kitakyushu.lg.jp

お問い
合わせ

【内容】地元企業の競争力強化のため①生産性向上や産業用ロボット導入の必要性、メリットの紹
介②「産業用ロボット導入支援センター」の開設、取り組みの紹介③産業用ロボット導入企業による
導入事例の紹介等を行う。
◆目的
10月にFAIS技術開発交流センター内に「産業用ロボット導入支援センター」の開設を予定してお
り、当センターの周知とロボット導入支援の取り組みを紹介することで、地元企業への産業用ロ
ボット導入を促進し、地元企業の競争力強化を図る。
◆プログラム案

産業用ロボット活用セミナー ～産業用ロボット導入支援センターオープン記念～

【開催挨拶】北九州市産業経済局長西田　幸生
【講演1】 講演者調整中「（仮）生産現場におけるロボットの活用状況について」
【講演2】

善甫　英治
「ロボット事業の取り組みについて～産業用ロボット導入支援センターの立ち上げ～」

FAIS産学連携統括センター ロボット開発支援部長

北九州市企業立地支援課

【講演3】 市内企業「ロボット導入事例紹介①」
【講演4】
【閉会挨拶】

市外企業「ロボット導入事例紹介②」

※セミナー終了後、希望者には産業用ロボット導入支援センターの視察をご案内いたします。

14：30
17：00

▼

［主催］公益財団法人北九州産業学術推進機構、独立行政法人科学技術振興機構、国立大学法人九州工業大学、学校法人産業医科大学 ［定員］50名
新技術説明会とは、大学等の発明者自身が企業関係者を対象に実用化を展望した技術説明を行い、広く実施企業・共同研究パートナーを募るものである。北九州での開催は今
回２回目であり、「医療・福祉」と「環境」で技術の発表を行う。

新 技 術 説 明 会

【発表1】
第１部[医療・福祉分野]

「患者に優しい癌温熱療法に用いる深部局所加熱技術」
産業医科大学 大栗 　隆行助教

第２部[環境分野]

【発表2】「大量画像データベースに基づく胸部X線像の１枚診断支援」
九州工業大学 河野 　英昭准教授

【発表3】「起立動作誘導システム」 九州工業大学 和田 　親宗准教授
【発表4】「ベッドメイキング技術の習得を容易にする看護教材」

産業医科大学 鷹居 樹八子教授

【発表5】「アルギン酸ゲルに包括固定化した光触媒の殺菌効果」
北九州市立大学 森田　　洋准教授

【発表6】「生鮮魚介類の長期保存を可能にする窒素ナノバブル水生成装置」
九州工業大学 平木　講儒准教授

【発表7】「炭化水素の製造方法」 北九州市立大学 黎　　暁紅教授
【発表8】「過熱水蒸気を用いたＦＲＰのリサイクル」

九州工業大学 西田　治男教授

10：00
15：20

▼

公益財団法人北九州産業学術推進機構知的財産部［担当：龍］TEL 093-695-3013  FAX 093-695-3439  E-mail ： t-ryu@ksrp.or.jpお問い合わせ

【講演1】いまなか国際知的財産事務所　弁理士
【講演2】北九州知的所有権センター  知財トータルサポーター

今中　崇之
森　　直樹

［主催］九州知的財産戦略協議会（九州経済産業局／北九州市／
公益財団法人北九州産業学術推進機構）

［定員］50名

公益財団法人北九州産業学術推進機構北九州知的
所有権センター［担当：有薗］
TEL 093-873-1432   FAX 093-873-1455
E-mail ： k-arizono@ksrp.or.jp

お問い
合わせ

海外の知的財産支援にも携わっている弁理士を講師にお迎えし、中小企業における
海外出願の際の留意点やリスクについて経験を元にお話しいだだく。併せて知財トー
タルサポーターより北九州知的所有権センターの業務を紹介する。

中小企業のための海外出願の留意点10：00
12：00

▼

10：00～12：00

国立高専専攻科学生研究発表会

同時開催
会議場内イベントホール

13：00～15：00 特別講演
「ベンチャースピリットが未来を切り拓く」

株式会社クロスエフェクト　代表取締役社長 竹田　正俊 氏
アントレエイド株式会社　代表取締役社長 植木　一夫 氏
アジア技研株式会社　代表取締役 溝口　純一 氏

［主催］日本ナショナルインスツルメンツ株式会社
［定員］50名

日本ナショナルインスツルメンツ株式会社［担当：櫻井］
TEL 0120-527-196   FAX 03-5472-2977
E-mail ： atsuhiko.sakurai@ni.com

お問い
合わせ

26年の間、LabVIEWは計測制御や組込み設計のオープンプラットフォームとして、学
術研究での実験や企業での製品開発、生産設備、組込みシステムなど幅広い分野で活
用されてきた。本セミナーでは、学術研究と企業での製品化への取り組みを紹介する。

「NI LabVIEW」によるオープンイノベーション

日本ナショナルインスツルメンツ株式会社　西日本営業部　技術営業マネージャ【講演1】 櫻井　淳彦
日本ナショナルインスツルメンツ株式会社　アカデミックフィールドエンジニア【講演2】 孫　　尚卿

13：30
14：30

▼

1
セミナー

［主催］日本ナショナルインスツルメンツ株式会社 ［定員］50名

日本ナショナルインスツルメンツ株式会社［担当：櫻井］
TEL 0120-527-196   FAX 03-5472-2977
E-mail ： atsuhiko.sakurai@ni.com

お問い
合わせ

26年の間、LabVIEWは計測制御や組込み設計のオープンプラットフォームと
して、学術研究での実験や企業での製品開発、生産設備、組込みシステムなど
幅広い分野で活用されてきた。本セミナーでは、学術研究と企業での製品化へ
の取り組みを紹介する。

「NI LabVIEW」によるオープンイノベーション

日本ナショナルインスツルメンツ株式会社　西日本営業部　技術営業マネージャ【講演1】 櫻井　淳彦
日本ナショナルインスツルメンツ株式会社　アカデミックフィールドエンジニア【講演2】 孫　　尚卿

14：00
14：30

▼

4
セミナー

北九州市立大学 准教授 井上　浩一

［主催］北九州市立大学 国際環境工学部 機械システム工学科
（ＦＡＩＳ半導体技術センター）

［定員］50名

FAIS半導体技術センター［担当：上野］
TEL 093-695-3007   FAX 093-695-3667
E-mail ： t-ueno@ksrp.or.jp

お問い
合わせ

高出力LED照明の開発において放熱性能確保は最重要課題の一つ。一方で高
性能な放熱構造は商品競争力の向上に貢献する。本講演ではひびきのLEDア
プリケーション創出協議会を核とした産学連携活動で行っているLED照明の放
熱構造の開発事例を紹介。

産学連携による高性能ＬＥＤ照明の開発13：00
13：30

▼

3
セミナー

［主催］（株）エービーケーエスエス、ヴェロ・ジャパン（株）、
（株）森精機製作所

［定員］50名

株式会社エービーケーエスエス［担当：原口］
TEL 092-436-6370   FAX 092-452-0733
E-mail ： makoto.haraguchi@abkss.jp

お問い
合わせ

リードタイム短縮を実現する、“最先端CAD/CAM”と“5軸加工機”の高効率加
工を推進する。【工作機、工具、切削条件の技術解決】、【加工の標準化・平準化・
自動化】、【5軸加工機械の最適運用】を事例を交えてご紹介する。

利益を生み出す5軸加工～導入と運用～

【講師】（株）エービーケーエスエス 九州営業所 所長 山川 由美子
ヴェロ・ジャパン（株）代表取締役 渡辺 　康二
（株）森精機製作所 DMG統括部 技術サポート課　副参事細田 陽一郎

10：30
12：00

▼

2
セミナー

Cloud Testing Service 株式会社　Marketing 菊池　大輔

［主催］Cloud Testing Service 株式会社
（ＦＡＩＳ半導体技術センター）

［定員］50名

FAIS半導体技術センター［担当：上野］
TEL 093-695-3007   FAX 093-695-3667
E-mail ： t-ueno@ksrp.or.jp

お問い
合わせ

「テスターを買う」から「テスティングIPを使用する」をコンセプトに、半導体試験装置No.1
のアドバンテストで培ったテスト技術を駆使した新しいテスティング環境を紹介する。

テスティングの新しいカタチ15：00
15：30

▼

5
セミナー

［主催］（株）エービーケーエスエス、
（株）先端力学シミュレーション研究所

［定員］50名

株式会社エービーケーエスエス［担当：原口］
TEL 092-436-6370   FAX 092-452-0733
E-mail ： makoto.haraguchi@abkss.jp

お問い
合わせ

製品製造において、溶接技術は要の技術であり、従来は熟練技術の対処が一般だった
が、解析システムで課題解決を実現した。一般素材、難接素材にも対応し、現場で活用で
きるシミュレーション技術を、事例を交えてご紹介する。

溶接工程でのTRY工数削減を実現する溶接熱ひずみ解析

【講師】（株）エービーケーエスエス 九州営業所 所長 山川 由美子
（株）先端力学シミュレーション研究所 サービス事業部 主任研究員法川 剛二郎

11：00
12：00

▼

7
セミナー

ＴＯＴＯ株式会社機器水栓事業部機器水栓開発部主席研究員 松下 幸之助

［主催］ＴＯＴＯ株式会社 ［定員］50名

ＴＯＴＯ株式会社［担当：松下］
TEL 093-474-4735   FAX 093-474-4703
E-mail ： konosuke.matsushita@jp.toto.com

お問い
合わせ

本セミナーでは、現在の日本の高齢化の状況並びに介護シーンにおける現
状の課題を明確にした上で、「TOTOベッドサイド水洗トイレ」の特徴と効果
を紹介する。また、在宅介護と高齢者施設への導入事例を紹介する。

ベッドサイド水洗トイレによる介護のパラダイムシフト13：00
14：00

▼

8
セミナー

株式会社アドバンテスト 飯田　実

［主催］株式会社アドバンテスト
（ＦＡＩＳ半導体技術センター）

［定員］50名

FAIS半導体技術センター［担当：上野］
TEL 093-695-3007   FAX 093-695-3667
E-mail ： t-ueno@ksrp.or.jp

お問い
合わせ

クロス・ドメイン・アナライザは、電力・位相・周波数の周期的な微小変化を測
定できるRF入力を２チャンネル保有し、かつチャンネル間を同期させての相関
測定や演算を可能とした従来にない新カテゴリーの測定器である。本セミナー
で解析事例を紹介する。

クロス・ドメイン・アナライザの特長と解析事例14：30
15：00

▼

9
セミナー

【講演1】「孔拡散による水処理の低コスト化」
株式会社セパシグマ　代表取締役 真鍋　征一

【講演2】「不織布による水処理の低コスト化（仮）」
旭化成せんい株式会社　不織布事業部 竹内　久治

【講演3】「サイクロンフィルターの紹介」
サンエス工業株式会社　代表取締役 日高　正博

【講演4】「イオン交換樹脂と分離膜の再生技術」
室町ケミカル株式会社

【講演5】「低コスト水処理市場の現状」
株式会社セパシグマ　統括部長 竹下　　聡

［主催］株式会社セパシグマ ［定員］50名

株式会社セパシグマ［担当：尾池］
TEL 093-791-6875   FAX 093-791-7171
E-mail ： oike_tetsuro@sepa-sigma.com

お問い
合わせ

水処理の低コスト化を目指す各社から、技術開発の現状や水処理の現場について紹介
する。国内やアジアにおける小規模水処理業界の最前線情報についても紹介する。

低コスト水処理技術の最前線16：00
17：00

▼

6
セミナー

［主催］北九州市立大学 建築・都市低炭素化
技術開発センター

［定員］50名

北九州市立大学事務局企画管理課［担当：三宅・中］
TEL 093-695-3311   FAX 093-695-3368
E-mail ： kikaku@kitakyu-u.ac.jp

お問い
合わせ

建築・都市低炭素化技術開発センターにおいて平成23年度から行ってきた素材・建物単
体スケール、街区・都市スケール及びエネルギー・資源の技術開発、環境モデル都市に関
する技術をアジアへ適応するあり方に関する研究開発について、研究成果の報告を行う。

建築・都市低炭素化技術開発センター プロジェクト成果報告

【講演1】「エコハウスのライフスタイルとエネルギー消費の調査」
北九州市立大学国際環境工学部建築デザイン学科 教授 高　　偉俊

【講演2】「北九州スマートコミュニティにおける地中熱利用システムのコミッショニング事例」
北九州市立大学国際環境工学部建築デザイン学科 講師 葛 　　隆生

【講演3】「研究成果の総括」
北九州市立大学国際環境工学部建築デザイン学科 教授 黒木 荘一郎

15：30
17：00

▼

10
セミナー
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10月24日（木）10：00～15：20〈新技術説明会〉
【お問い合わせ】 【お申し込み】
FAIS知的財産部［担当：龍］ 9月中旬受付開始

独立行政法人科学技術振興機構のHP

TEL：093-695-3013 http://jstshingi.jp/

会場

［主催］石油学会九州・沖縄支部
［定員］70名

北九州市立大学 国際環境工学部［担当：山本］
TEL 093-695-3264   FAX 093-695-3735
E-mail ： katz@kitakyu-u.ac.jp

お問い
合わせ

地球温暖化防止、低炭素化社会の構築のために、クリーンなエネルギーや低環境負
荷の化学品を製造する触媒化学工業プロセスは益々重要であると考えられる。本セ
ミナーでは、このような触媒技術開発の第一線で活躍する研究者3名による講演を
行う。

クリーンエネルギーと環境のための触媒技術14：30
16：30

▼

北九州市立大学　講師 今井 裕之 他【講演者】
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